
強みと弱み

一宮市の強み 一宮市の弱み

鉄道の主要駅（総合駅）がある 主要駅（総合駅）は市中心部に一つしかない

鉄道が整備されている 東西への鉄道網が弱く、市東部には鉄道が整備されて

いない

鉄道の利便性がよい 鉄道以外の公共交通が少なく、移動が不便である

駅が多い 無人駅も多い

鉄道が高架化されている（一体的な発展が可能） 鉄道高架化されていない地域では交通が分断されている

インターチェンジが多く利便性が良い

高速道路網のインフラが整っている

主要幹線道路が整備されている 市中心部や国道２２号等幹線道路で朝夕の渋滞が発生する

交通事故や渋滞が多く発生する

道路は比較的整備され、車を利用する人には便利である 歩道のない道路が多い

一般道が狭く不便（危険）である

市北部のバス交通網が整っている 周辺部の公共交通が充実していない

市街地の公共交通が整っている 公共交通が不十分で、弱い地域がある

車がないと生活できない地域もある

七夕まつりが有名である

美濃路の起宿や冨田一里塚などの歴史的な史跡がある 歴史的名所や観光地としてのインパクトが小さい

魅力的な観光地がない

桜の名所や真清田神社がある 歴史資産（真清田神社等）と人を呼び込む複合的な戦略

に欠ける

モーニングが有名である 対外的なＰＲができていない

全国に誇れる特産（名産）品が少ない

名所・旧跡等を手軽に訪れることができる

138タワーパークマラソン、リバーサイドフェスティバルな

どのイベントがある

集客力のあるイベントが少ない

有名人がいる（舟木一夫、水野裕子、スギちゃん）等 一宮市出身であることが知られていない

ここが悪いというところがない これといった特徴がない

都会と自然の調和がほどよく取れたまちである 市外（外部）へアピールできるものが少ない

若者をひきつける魅力がない

積極的に発信する情報発信手段が少ない

有効なオープンデータを提供していない

１３８タワーパークなど大きな公園がある

公園が多い 魅力的な公園が少ない

尾西・木曽川庁舎、出張所が多く、便利である

本庁舎やi-ビル(中央図書館など)をはじめとした大型公共 大型建物が増え維持管理費が不安である

施設の建替え等が完了している

各種スポーツの大きな大会が開催しやすい

ｉビルや総合体育館などの施設が充実している スポーツ・文化施設が分散しており使いづらい

総合体育館が体育的行事以外での使用制限が多く、利

用しづらい

娯楽施設が少ない

市立病院が充実している 駐車場が利用しづらい

大学・短大がある 数が少なく総合大学がない

保育園が多く、待機児童がいない（保育環境の充実）

子育て支援センターが充実している

児童クラブを高学年児が利用できない

「とりあえず何とかなる」ため危機感に乏しく変革は難しい

行
政
サ
ー

ビ
ス
・
公
共
イ
ン
フ
ラ

総合戦略策定に向けた一宮市の現状分析　（強みと弱み及び外部環境分析）
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強みと弱み

一宮市の強み 一宮市の弱み

「愛知ブランド企業」の認定企業数が、県内2位（22企業、 産業の核となる企業がない、産業が弱い

H27.3.31現在）

繊維関係の企業が多く存在し、評価が高い 中小企業が多く、財務基盤が弱い

繊維のまちとして発展してきた伝統がある 繊維産業の生産量が減少している

女性や高齢者に労働余力がある 労働余力を活用し切れていない

CoCo壱番屋が全国規模である 全国規模のブランドが少ない

一宮の生地が世界的に有名なブランドで使用されている 作製した生地が一宮産と認知されていない（認知度が

低い）

名産品（タマゴ、ネギ、ふくら蜜）がある 市外（外部）へアピールできるものが少ない

地域のつながり（連区・町内会組織）がある 地域のつながりが弱体化している

官は官、民は民という役割意識がある

65歳以上の高齢者が増加している

近所付き合いが濃い 古い考えの方が多く、目新しいものには慎重である

治安があまりよくない

忍び込み等、犯罪が多い

防犯カメラの設置が充実していない

交通事故が多い

日本のほぼ中心に位置している 大都市圏に属しており、独自性が出しにくい

名古屋から電車で１０分の立地である 一宮駅までのアクセスに時間がかかる

名古屋・岐阜に近く便利である 買物・遊びに行くなら名古屋か岐阜に流れる

市東部では岩倉、江南、小牧が生活圏である

高速道路を中心として道路が整備されている

子育てしやすいまちである

豊かな田園風景のなかで都会的な生活が可能である スポーツを楽しむ場所が少ない

レジャー施設が少ない

企業立地するためのまとまった土地が少ない

市の北部など、住宅・工場が混在している

人口３８万というスケールメリットがある 迅速で柔軟な行政対応が難しい

尾張西部のリーダー的存在である 人口規模以外では中心的存在になっていない

ビジネスホテルが駅近くに多数あり便利である 行きたくなるようなスポットがない（特に若者向け）

買い物が便利（多数の大型商業施設）である 中心市街地に魅力的な店が少ない（店が閉まるのが早

い）

単純に住みやすい 空き家が多く不動産に投機価値がない

受益に対する不動産が安い 他の地方都市に比べて土地単価が高い

起伏が少なく、徒歩又は自転車での移動が容易である 街全体に自転車道が整備されていない

街が駅から放射線状に広がっている（中心市街地がわ 中心部へのアクセスは容易だが、周辺部の間の移動が

かりやすい） 困難である

救急救命センター（急性期病床）が集積している

喫茶店が多い

地理的条件から自然災害が少ない 市民の危機意識の醸成が不十分である

地盤が軟弱である（液状化が起きやすい）

南海トラフ地震等の発生が危惧されている

木曽川が流れており、緑や水が豊かで、水質がよい

平野で起伏が少ない 地形の変化に乏しく、大雨時に冠水しやすい地区がある

水道水源が豊かで、節水の可能性が低い
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外部環境分析

脅　　　　威

　自治体間の競争の激化

　少子高齢化の進行

　人口減少社会の到来

　空き家の増加

　気候変動による災害の増加

　社会保障費の増加

　ニーズ・価値観の多様化・高度化

　景気回復の弱さ

　地方財政のひっ迫

　所得格差の拡大

　地域間格差の拡大

　社会環境変化のスピード化

　生産年齢人口の減少による経済規模の縮小

　公共インフラの老朽化・維持

　地方分権・権限移譲の進展

　国際化・高度情報化社会の進展

　ＰＦＩやアウトソーシングの活用

　情報発信手段の多様化

　新濃尾大橋の開通

　交通系ICカードの普及

　2027年リニア中央新幹線開通

　2020年東京オリンピック開催

　訪日外国人の増加

　経済のグローバル化

機　　　　会
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